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い っ ぷ く

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は「Good A
gricultural 

Practice

」の
略
称
で
あ
り
、
農
業
に

お
い
て
、
食
の
安
全
性
向
上
や
環
境

の
保
全
、
農
作
業
の
事
故
防
止
な
ど

に
つ
い
て
、
農
家
が
事
前
に
リ
ス
ク

と
な
る
要
因
を
検
討
し
、
農
業
の
生

産
工
程
の
管
理
や
改
善
に
取
り
組
む

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
実
践
・

管
理
す
る
こ
と
で
す
。

　
京
都
市
内
で
は
、
古
く
か
ら
京
都

の
気
候
・
風
土
に
合
っ
た
栽
培
方
法

で
、
消
費
者
と
共
存
し
な
が
ら
良
質

な
野
菜
の
生
産
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。今
後
も
、伝
統
的
な
栽
培
方
法
を

継
承
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
良
質
な
野
菜
を
作
り

続
け
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
、
当
Ｊ
Ａ
が
独
自
で
点
検
項
目

と
し
て
定
め
た
も
の
が
「
Ｊ
Ａ
京
都

市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
」で
す
。

　
京
都
市
の
農
業
が
魅
力
あ
る
産
業

と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、消
費
者

か
ら
信
頼
さ
れ
安
定
的
な
販
売
を
行

い
、社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
持
続
性

の
高
い
農
業
を
実
践
す
る
事
が
重
要

で
、そ
の
た
め
に
は
、農
薬
の
適
正
使

用
や
衛
生
管
理
等
の
生
産
管
理
状
況

を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
農
産
物
の
生
産
管
理
状
況
を
証
明

す
る
仕
組
み
と
し
て
、Ｇ
Ａ
Ｐ
が
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、国
が
進
め
る
Ｇ・Ｇ

Ａ
Ｐ
や
Ｊ
・Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
た
め

に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
個

人
出
荷
の
農
業
者
に
と
っ
て
は
負
担

が
大
き
く
、
取
り
組
み
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。（
G
・
G
A
P
：
65
〜
1
0
0

万
円
、J
・
G
A
P
：
30
〜
40
万
円
）

　
し
か
し
、残
留
農
薬
や
Ｏ‒

１
５
７

の
発
生
以
降
、
消
費
者
か
ら
食
品
の

安
全
性
が
強
く
求
め
ら
れ
る
中
で
、

食
品
を
扱
う
業
者
は
そ
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
食
材
調
達
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取

得
等
が
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
、
産
地
や
農
家
に
対
し
て
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
取
得
の
要
求
が
高
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
京
都
市
と
し
て
は
、
管
内
農

業
者
の
殆
ど
が
、
個
人
出
荷
や
直
売
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4●通常総代会

地域に根差した
農業実践への取り組み

『 シャインマスカット 』
　青空の下でエメラルド色に輝くマス
カットの女王、シャインマスカット。2006
年に品種登録され、年々人気が高まっ
ています。
　皮がパリッとしていて、種がなく皮ご
と食べることができます。上品な甘みで
果汁がたっぷり。一粒食べると止まらな
い !!

撮影場所　山科区

●表紙の紹介

特 集

地
域
に
根
差
し
た

農
業
実
践
へ
の
取
り
組
み
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な
ぜ
今
、Ｊ
Ａ
京
都
市
版

Ｇ
Ａ
Ｐ
な
の
か

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の

農
業
者
に
も
取
り
組
め
る
Ｊ
Ａ
京
都

市
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
、
公
的
機
関
で

あ
る
京
都
市
と
連
携
し
た
制
度
と
し

て
創
設
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
世
界
的
な
潮
流
で
あ

る
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
管

内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
の
品

質
向
上
や
環
境
負
荷
改
善
が
進
展
す

る
と
と
も
に
、
消
費
者
の
信
頼
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
得
ら
れ
る
も
の
と
確

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

農産物の安全性・
品質向上

○適正な農薬の使用、異物・
有害物質等の混入防止
　　　　　　　　　　　　
○農産物の衛生管理、作業手
順の明確化による京都市
にふさわしい農業の実践

環境の保全

○農薬・肥料の使用を見直
すことによる、土壌、水質、
大気汚染の低減、周辺住
民の農業に対する理解

労働安全

○生産者の健康維持、農薬
や農業機械等による事故
防止

経営改善・信頼確保

○作業手順の明確化による
経営改善
　　　　　　　　　　　　
○生産記録の情報開示によ
る信頼確保

Ｇ
Ａ
Ｐ
＝

農
業
生
産
工
程
管
理
と
は

信
し
て
お
り
、
市
内
産
野
菜
の
ブ
ラ

ン
ド
力
が
さ
ら
に
引
き
上
が
っ
て
く

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
仮
称
で
は
あ
り
ま

す
が
、Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
管
内
農
産
物
の
販

路
を
拡
大
し
、
所
得
向
上
に
繋
げ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
取
り
組
み

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

対象支部場所日

9月18日（火） 上鳥羽支店 上鳥羽・吉祥院・久我・伏見

9月19日（水）

9月20日（木）

9月21日（金）

9月26日（水）

上賀茂支店

嵯峨野支店

山科南部支店

本店

上賀茂・大宮・衣笠・朱雀野・修学院

嵯峨野・松尾・桂・川岡・大枝

山科南部・山科北部・醍醐

西京極・七条・九条・西院

※各会場とも午後７時～午後８時30分頃予定

ＪＡ京都市版ＧＡＰの説明会を下記の通り開催しますので、ご参集下さい
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い っ ぷ く

　
昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
日
本
経
済
も
内
外
需
で
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
、
国
内
景
気
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
金
融
市
場
で
は
、
日
経
平
均
株

価
も
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
最
高
値
を
更

新
す
る
な
ど
、
株
式
市
場
は
堅
調
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
ロ
ー
ン

を
中
心
と
し
た
市
場
金
利
は
超
低
金

利
状
態
で
推
移
し
て
お
り
、
運
用
利

回
り
低
下
に
よ
る
利
ざ
や
の
縮
小
が

一
段
と
進
み
、
当
Ｊ
Ａ
も
厳
し
い
収

益
圧
迫
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
に
お
い
て
も
農
業
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
に
よ
る
正
組
合
員

の
減
少
、
耕
作
放
棄
や
有
害
鳥
獣
に

よ
る
被
害
の
増
加
な
ど
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
協
改
革

が
一
層
加
速
し
て
い
ま
す
が
、
我
々

の
使
命
は
、
農
業
を
守
り
、
農
業
者

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
、
都
市
農
業

の
発
展
・
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

出
向
く
営
農
体
制
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

事
業
も
積
極
的
に
展
開
し
、
農
家
か

ら
の
ご
意
見
を
営
農
経
済
事
業
に
活

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
は
広
域
合
併
が
進

む
中
、
そ
の
波
に
飲
ま
れ
る
こ
と
な

く
、
独
立
独
歩
で
歴
史
を
刻
む
こ
と
が

で
き
、
本
年
め
で
た
く
70
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
組
合
員
皆
様
方
の
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
そ
し
て
、
温
か
い
ご
支

援
・
ご
指
導
の
賜
物
と
心
か
ら
厚
く
御

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
よ
り
一
層
、
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
た
め
「
つ
な
が

ろ
う
　
つ
な
げ
よ
う
　
そ
の
先
へ
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
役
職
員

一
丸
と
な
り
、
自
己
改
革
を
実
践
し
、

農
業
を
支
え
、
更
な
る
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、
元
気
な
農
業
と
活
気
溢

れ
る
豊
か
な
地
域
作
り
に
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
長
あ
い
さ
つ

貯

　
　
　金

平成30年度 通常総代会を開催

元気な農業と活気溢れる豊かな地域作りに挑戦

　６月２８日、ＫＢＳホールに於いて、平成３０年度通常総代会を開催しました。昨年度の事業報
告及び本年度の事業計画等を上程し、全議案慎重に審議のうえ、すべての議案が可決承認さ
れました。

　
平
成
29
年
度
の
事
業
決
算
概
要
は

次
の
と
お
り
。

　
超
低
金
利
状
態
が
常
態
化
し
つ
つ

あ
る
環
境
の
中
、
農
業
と
地
域
・
利

用
者
を
つ
な
ぐ
地
域
密
着
型
金
融
機

関
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
金
融

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
貯
金
で
は
、
夏
・
冬
に
定
期
貯
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
年
度
末

残
高
は
２
３
７
７
億
円
と
な
り
１
２

０
億
円
の
純
増
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
冬
の
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
京
都
府
内
産
の
農
産
物
を
使
用

し
た
加
工
品
を
景
品
に
使
用
し
、
農

家
の
所
得
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
低
コ
ス
ト
か
つ
安
定
的
な

資
金
調
達
が
可
能
な
年
金
受
給
口
座

の
獲
得
を
重
点
推
進
項
目
と
し
、
年

金
相
談
機
能
の
拡
充
と
推
進
強
化
を

図
っ
た
結
果
、
２
７
５
２
件
の
受
給

口
座
を
獲
得
し
、
３
９
０
件
の
純
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
に
伴
う

影
響
の
中
、
農
業
を
含
む
地
域
経
済

活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
統
一
ロ
ー
ン
を
中
心
に
積
極
的

な
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
及
び
小
口
ロ
ー
ン

で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

た
結
果
、
昨
年
度
を
大
幅
に
上
回

る
獲
得
件
数
と
な
り
、
住
宅
ロ
ー

ン
で
１
０
９
件
、
小
口
ロ
ー
ン
で

１
１
８
件
の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

▷
戸
田
組
合
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ
つ

　
ま
た
、
農
業
生
産
に
直
結
す
る

資
金
需
要
に
幅
広
く
対
応
し
、
農

家
経
営
の
安
定
化
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
農
業
経
営
資
金
の
提
案

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
賃
貸
事
業
用
施
設
建
築
資
金

は
、
他
金
融
機
関
と
の
金
利
引
下

げ
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
中
、
顧

客
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
、
資

金
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

昨
年
度
よ
り
52
億
８
千
万
円
増
加

し
、
年
度
末
残
高
は
５
５
６
億
７

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

貸

　出

　金

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

億円

年度 25 26 27 28 29

定期積金
53億1,379万円

その他貯金
2億3,836万円

2,045

1,838

2,257

2,135 要求払貯金
519億4,483万円
要求払貯金
519億4,483万円

定期性貯金
1,857億9,273万円
定期性貯金

1,857億9,273万円

定期貯金
1,804億7,894万円

普通貯金
517億647万円

2,377

〈貯金の推移〉
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昨
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
日
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経
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も
内
外
需
で
バ
ラ
ン
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取
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、
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緩
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な
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。
こ
う
し
た

中
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縮
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進
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収
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。
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献
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Ｃ
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ら
の
ご
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事
業
に
活
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し
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ま
い
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ま
す
。
　

　
ま
た
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Ｊ
Ａ
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進
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、
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独
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史
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き
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迎
え
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。
こ
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、
そ
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、
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か
い
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支

援
・
ご
指
導
の
賜
物
と
心
か
ら
厚
く
御

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
よ
り
一
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、
地
域
に
必
要
と
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る
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Ａ
を
目
指
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め
「
つ
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が
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う
　
つ
な
げ
よ
う
　
そ
の
先
へ
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
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ズ
に
掲
げ
、
役
職
員

一
丸
と
な
り
、
自
己
改
革
を
実
践
し
、

農
業
を
支
え
、
更
な
る
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、
元
気
な
農
業
と
活
気
溢

れ
る
豊
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な
地
域
作
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に
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ま
す
。
ど
う
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方
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よ
り
一
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の
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支
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、
ご
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を
賜
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す
よ

う
お
願
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上
げ
ま
す
。
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京
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物
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使
用
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加
工
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を
景
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に
使
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こ
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い っ ぷ く

　
平
成
29
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
の

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保

障
」
を
通
じ
て
、
地
域
を
支
え
る
存

在
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
従
来
の
保
障
額
方

式
の
実
績
目
標
を
廃
止
し
、
新
た

に
推
進
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
実
績
目

標
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
全
て
の
共
済
種
類
を
一
定
の

基
準
で
評
価
し
、
保
障
額
に
偏
ら

ず
、
地
域
性
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
保
障

提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
主
力
商
品
で
あ

る
建
物
更
生
共
済
の
仕
組
み
が
約
15
年

ぶ
り
に
大
き
く
見
直
さ
れ
、
保
障
充
実

に
配
慮
し
た
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
大
き
く
挙
績
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
以
外
の
取
組
成
果
も
加

わ
り
、
各
種
目
標
を
早
期
に
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
事
務
面
で
は
、
全
て
の
長
期
共
済

新
契
約
申
込
み
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
利
用
者
お
よ
び
当
Ｊ
Ａ
の
事

務
軽
減
が
図
れ
、
引
受
処
理
日
数
の

短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
続

き
も
導
入
し
、
利
用
者
の
負
荷
軽
減

だ
け
で
な
く
、
不
祥
事
の
未
然
防
止

に
も
配
意
し
た
展
開
を
促
し
、
事
業

運
営
体
制
の
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

共

　
　
　済

営
農
指
導

　
当
Ｊ
Ａ
は
安
全
・
安
心
な
農
産

物
を
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
供
給

し
、
地
域
農
業
を
確
立
す
る
一
助

と
な
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

○
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
営
農
指
導
員
が
各
種
品

評
会
や
立
毛
共
進
会
の
審
査
補
助

や
採
種
圃
場
の
検
見
に
参
加
し
、

営
農
指
導
の
実
践
力
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

○
使
用
済
ビ
ニ
ー
ル
類
等
の
回
収
を

行
い
、
環
境
保
全
と
美
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

○
各
支
部
・
青
壮
年
部
を
対
象
と
し

た
、
肥
料
や
農
薬
研
修
会
を
開
催

し
、
施
肥
や
病
害
虫
防
除
の
情
報

提
供
に
努
め
ま
し
た
。

○
本
店
営
農
経
済
部
署
の
専
門
窓
口

と
倉
庫
を
移
設
し
、
来
店
さ
れ
や

す
い
店
舗
づ
く
り
と
窓
口
対
応
力

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、

各
事
業
で
堅
実
な
実
績
伸
張
に
努
め

ま
し
た
が
、
経
常
利
益
金
は
昨
年
度

よ
り
62
百
万
円
減
益
し
、
３
億
69
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
率
奨
励

金
の
低
下
、
貸
付
金
の
金
利
競
争
の

影
響
を
受
け
、
信
用
事
業
で
は
昨
年

度
よ
り
62
百
万
円
減
益
、
共
済
事
業

で
は
27
百
万
円
減
益
と
な
り
、
購
買

事
業
で
37
百
万
円
増
益
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
管
理
費
で
は
28
百

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
２
億

49
百
万
円
と
な
り
、
各
積
立
金
取
崩

額
を
加
算
し
、
８
億
円
を
超
え
る
当

期
未
処
分
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
安
全
性
・
健
全
性
を
示

す
自
己
資
本
比
率
は
、
昨
年
度
比
率

よ
り
０
・
89
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、

購

　
　
　買

　
正
組
合
員
の
農
業
所
得
増
大
に
向

け
、
全
農
や
取
引
メ
ー
カ
ー
等
と
連

携
し
、
予
約
購
買
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
大
量
仕
入
れ
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
成
肥
料
の
商
品
提

案
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鶏
糞

の
一
括
購
入
や
各
店
舗
で
の
共
同
購

入
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
容
量
除
草

剤
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
な

ど
、
組
合
員
の
農
業
経
営
に
対
す
る

コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
す
る
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
レ
イ
ン

ス
ー
ツ
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、
快
適
な
農
作
業
を
提
案
す
る
と
と

も
に
、
農
機
具
大
展
示
会
や
ア
グ
リ
Ｄ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
京
都
２
０
１
７
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
等
の
最
新
農
機
に
よ
る
農
薬
散

布
を
実
演
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
、
農
作
業
省
力
化
、
生
産

性
向
上
、
農
業
所
得
向
上
に
向
け
た
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　
か
ね
て
よ
り
要
望
の
多
か
っ
た
農

機
の
修
理
整
備
業
務
に
対
し
、
昨
年

度
導
入
し
た
修
理
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
の

増
車
に
加
え
、
経
験
豊
富
な
農
機
整

備
士
を
増
員
し
、
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

20
・
96
％
と
な
り
ま
し
た
。
当
該
比

率
の
分
母
に
当
た
る
リ
ス
ク
ア
セ
ッ

ト
資
産
が
増
加
し
た
こ
と
と
、
算
出

基
準
に
あ
た
る
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
へ
の
段

階
的
対
応
に
よ
り
低
下
し
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
に
お
い
て
は
、
嵯
峨
野

支
店
の
新
設
や
支
店
改
修
工
事
、
業

務
機
器
の
導
入
を
図
り
、
減
価
償
却

と
差
引
き
す
る
と
２
億
30
百
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
固
定
比
率
は
１
２
３

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
９
１
１
％
と
な
り

ま
し
た
が
、
将
来
を
見
越
し
た
固
定

資
産
投
資
の
経
緯
を
示
す
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
昨
年
度

同
様
、
設
備
投
資
へ
の
資
金
構
成
度

の
安
全
性
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

財
務
状
況

　
平
成
29
年
度
は
、
年
２
回
の
定
期

貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
夏
の

大
感
謝
祭
や
親
子
ま
つ
り
な
ど
、
地

域
活
性
化
に
資
す
る
活
動
を
展
開
し

た
結
果
、
組
合
員
数
で
は
１
４
６
７

名
の
増
員
、
出
資
金
で
は
２
億
60
百

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
加
入
に
お
い
て
は
、
昨

年
度
と
同
様
に
准
組
合
員
の
増
員
が

顕
著
で
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
大
幅

に
増
加
す
る
准
組
合
員
に
対
し
て
、

Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
や
、
全
支

店
で
「
支
店
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

情
報
発
信
を
通
じ
た
、
関
係
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
正
組
合

員
を
は
じ
め
、
正
組
合
員
の
増
員
を

企
図
し
た
複
数
正
組
合
員
制
の
展
開

も
引
き
続
き
実
践
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
増
員
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
織

基
盤
を
強
固
に
す
る
と
と
も
に
、
経

営
に
対
す
る
信
認
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
歩
み
を
続
け
る
た
め
に

は
、
拡
大
し
た
組
合
員
組
織
の
強
化

が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
当
Ｊ

出

　資

　金

〈貸出金の推移〉

〈購買品取扱実績〉

Ａ
が
主
催
す
る
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
募
集
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
事
業
利

用
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

広
報
誌
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
に

よ
っ
て
、
組
合
へ
の
理
解
を
深
め
、

当
該
組
織
の
結
び
つ
き
を
一
層
強
固

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▷
議
長
を
務
め
ら
れ
た

　
　
　
　安
田
茂
総
代
（
桂
支
部
）

〈貸出金の推移〉

200

250

300

350

400

450

500

550

600

億円

年度 25 26 27 28 29

営農資金
6億962万円

統一ローン
106億2,222万円

一般貸付
12億1,893万円
貯金担保貸付
4億4,286万円

金融機関貸付
81億9,200万円

賃貸事業用
施設建築資金
345億8,893万円

476

425

504

475

557

新契約高
681億4,510万円

55億9,417万円
終身共済

12億3,260万円
養老生命共済

4億8,700万円
医療共済

7億6,320万円
こども共済

3億6,260万円
介護共済

596億9,003万円
建物更生共済

1,550万円
定期生命共済〈長期共済

　新契約加入状況〉

総　額
6億8,937万円

1億1,490万円
肥料・飼料

7,525万円
農　薬

7,944万円
自動車

7,137万円
農業機械

9,742万円
その他生産資材

4,252万円
精　米

1,478万円
食　品

315万円
家庭燃料

1億9,053万円
その他生活物資

生生

産

資材

活

物

資
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平
成
29
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
の

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保

障
」
を
通
じ
て
、
地
域
を
支
え
る
存

在
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
従
来
の
保
障
額
方

式
の
実
績
目
標
を
廃
止
し
、
新
た

に
推
進
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
実
績
目

標
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
全
て
の
共
済
種
類
を
一
定
の

基
準
で
評
価
し
、
保
障
額
に
偏
ら

ず
、
地
域
性
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
保
障

提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
主
力
商
品
で
あ

る
建
物
更
生
共
済
の
仕
組
み
が
約
15
年

ぶ
り
に
大
き
く
見
直
さ
れ
、
保
障
充
実

に
配
慮
し
た
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
大
き
く
挙
績
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
以
外
の
取
組
成
果
も
加

わ
り
、
各
種
目
標
を
早
期
に
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
事
務
面
で
は
、
全
て
の
長
期
共
済

新
契
約
申
込
み
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
利
用
者
お
よ
び
当
Ｊ
Ａ
の
事

務
軽
減
が
図
れ
、
引
受
処
理
日
数
の

短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
続

き
も
導
入
し
、
利
用
者
の
負
荷
軽
減

だ
け
で
な
く
、
不
祥
事
の
未
然
防
止

に
も
配
意
し
た
展
開
を
促
し
、
事
業

運
営
体
制
の
強
化
を
行
い
ま
し
た
。

共

　
　
　済

営
農
指
導

　
当
Ｊ
Ａ
は
安
全
・
安
心
な
農
産

物
を
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
供
給

し
、
地
域
農
業
を
確
立
す
る
一
助

と
な
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

○
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
営
農
指
導
員
が
各
種
品

評
会
や
立
毛
共
進
会
の
審
査
補
助

や
採
種
圃
場
の
検
見
に
参
加
し
、

営
農
指
導
の
実
践
力
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

○
使
用
済
ビ
ニ
ー
ル
類
等
の
回
収
を

行
い
、
環
境
保
全
と
美
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

○
各
支
部
・
青
壮
年
部
を
対
象
と
し

た
、
肥
料
や
農
薬
研
修
会
を
開
催

し
、
施
肥
や
病
害
虫
防
除
の
情
報

提
供
に
努
め
ま
し
た
。

○
本
店
営
農
経
済
部
署
の
専
門
窓
口

と
倉
庫
を
移
設
し
、
来
店
さ
れ
や

す
い
店
舗
づ
く
り
と
窓
口
対
応
力

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、

各
事
業
で
堅
実
な
実
績
伸
張
に
努
め

ま
し
た
が
、
経
常
利
益
金
は
昨
年
度

よ
り
62
百
万
円
減
益
し
、
３
億
69
百

万
円
と
な
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ま
し
た
。
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用
率
奨
励
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、
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の
金
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争
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共
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事
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で
は
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と
な
り
、
購
買
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で
37
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万
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益
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
管
理
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で
は
28
百

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
当
期
剰
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金
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と
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、
各
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立
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取
崩
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を
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、
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を
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え
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を
計
上
す
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こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
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の
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性
・
健
全
性
を
示

す
自
己
資
本
比
率
は
、
昨
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度
比
率

よ
り
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・
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減
少
し
、
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カ
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等
と
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し
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予
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購
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の
ス
ケ
ー
ル
メ
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を
活
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量
仕
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に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
成
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の
商
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提
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等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
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の
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括
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や
各
店
舗
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の
共
同
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入
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実
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し
た
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か
、
大
容
量
除
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の
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ン
ペ
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ン
を
実
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す
る
な

ど
、
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合
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に
対
す
る

コ
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減
に
寄
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取
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組
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を
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ま
し
た
。
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ら
に
、
ゴ
ア
テ
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ス
レ
イ
ン

ス
ー
ツ
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、
快
適
な
農
作
業
を
提
案
す
る
と
と

も
に
、
農
機
具
大
展
示
会
や
ア
グ
リ
Ｄ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
京
都
２
０
１
７
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
等
の
最
新
農
機
に
よ
る
農
薬
散

布
を
実
演
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
、
農
作
業
省
力
化
、
生
産

性
向
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、
農
業
所
得
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上
に
向
け
た
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　
か
ね
て
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要
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の
多
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機
の
修
理
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に
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、
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導
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修
理
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カ
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の
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に
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な
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を
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し
、
ニ
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迅
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で
き
る
体
制
を
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え
ま
し
た
。
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と
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り
ま
し
た
。
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の
分
母
に
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が
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こ
と
と
、
算
出
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に
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の
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り
低
下
し
ま
し
た
。
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定
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に
お
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は
、
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野
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の
新
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や
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改
修
工
事
、
業
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機
器
の
導
入
を
図
り
、
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価
償
却

と
差
引
き
す
る
と
２
億
30
百
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
固
定
比
率
は
１
２
３

ポ
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ン
ト
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下
し
９
１
１
％
と
な
り

ま
し
た
が
、
将
来
を
見
越
し
た
固
定

資
産
投
資
の
経
緯
を
示
す
結
果
と

な
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て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
昨
年
度
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様
、
設
備
投
資
へ
の
資
金
構
成
度

の
安
全
性
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

財
務
状
況

　
平
成
29
年
度
は
、
年
２
回
の
定
期

貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
夏
の

大
感
謝
祭
や
親
子
ま
つ
り
な
ど
、
地

域
活
性
化
に
資
す
る
活
動
を
展
開
し

た
結
果
、
組
合
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数
で
は
１
４
６
７

名
の
増
員
、
出
資
金
で
は
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60
百

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
加
入
に
お
い
て
は
、
昨

年
度
と
同
様
に
准
組
合
員
の
増
員
が

顕
著
で
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
大
幅

に
増
加
す
る
准
組
合
員
に
対
し
て
、

Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
や
、
全
支

店
で
「
支
店
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

情
報
発
信
を
通
じ
た
、
関
係
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
正
組
合

員
を
は
じ
め
、
正
組
合
員
の
増
員
を

企
図
し
た
複
数
正
組
合
員
制
の
展
開

も
引
き
続
き
実
践
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
増
員
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
織

基
盤
を
強
固
に
す
る
と
と
も
に
、
経

営
に
対
す
る
信
認
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
歩
み
を
続
け
る
た
め
に

は
、
拡
大
し
た
組
合
員
組
織
の
強
化

が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
当
Ｊ

出

　資

　金

〈貸出金の推移〉

〈購買品取扱実績〉

Ａ
が
主
催
す
る
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
募
集
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
事
業
利

用
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

広
報
誌
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
に

よ
っ
て
、
組
合
へ
の
理
解
を
深
め
、

当
該
組
織
の
結
び
つ
き
を
一
層
強
固

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▷
議
長
を
務
め
ら
れ
た

　
　
　
　安
田
茂
総
代
（
桂
支
部
）

〈貸出金の推移〉

200

250

300

350

400

450

500

550

600

億円

年度 25 26 27 28 29

営農資金
6億962万円

統一ローン
106億2,222万円

一般貸付
12億1,893万円
貯金担保貸付
4億4,286万円

金融機関貸付
81億9,200万円

賃貸事業用
施設建築資金
345億8,893万円

476

425

504

475

557

新契約高
681億4,510万円

55億9,417万円
終身共済

12億3,260万円
養老生命共済

4億8,700万円
医療共済

7億6,320万円
こども共済

3億6,260万円
介護共済

596億9,003万円
建物更生共済

1,550万円
定期生命共済〈長期共済

　新契約加入状況〉

総　額
6億8,937万円

1億1,490万円
肥料・飼料

7,525万円
農　薬

7,944万円
自動車

7,137万円
農業機械

9,742万円
その他生産資材

4,252万円
精　米

1,478万円
食　品

315万円
家庭燃料

1億9,053万円
その他生活物資

生生

産

資材

活

物

資
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い っ ぷ く

A

AA

A

　
　
　
理
事
定
数
が
34
名
に
減
っ
た

　
　
　
が
、
迅
速
な
意
思
決
定
を
行

う
上
で
は
、
ま
だ
定
数
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。
支
部
に
よ
り
組
合
員
数
に

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。
各
支
部

か
ら
理
事
１
名
の
選
出
と
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
理
事
選
出
要
件
を
見
直
し
、

　
　
　
総
代
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、

支
部
か
ら
１
名
の
選
出
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
組
合
員
数
に
大
き
な

格
差
が
あ
り
、
今
後
は
支
部
単
位
で

は
な
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
選
出
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
自
己
改
革
を
実
践
し
て
い
く

　
　
　
中
で
事
業
利
益
を
確
保
・
伸

長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
正
組
合
員
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
が
、
正

組
合
員
数
は
減
少
傾
向
を
辿
っ
て
い

る
。
一
方
で
准
組
合
員
は
増
加
し
て

い
る
。
今
後
、
准
組
合
員
に
も
焦
点

を
あ
て
、
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
事

業
運
営
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
事
業
利
益
の
確
保
・
伸
長
の
た

　
　
　
め
に
は
、
准
組
合
員
基
盤
を
強

化･

拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る

が
、
や
は
り
、
正
組
合
員
と
の
信
頼
関

係
を
更
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
中
で
集
ま
っ
た

資
金
の
自
主
運
用
を
基
本
に
貸
出
金
の

増
加
に
努
め
、
さ
ら
な
る
事
業
伸
長
・

事
業
利
益
増
大
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
近
年
J
A
離
れ
が
進
ん
で
い

　
　
　
る
中
、
正
組
合
員
が
こ
れ
以

上
減
少
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
組

合
員
が
も
っ
と
J
A
に
関
心
を
示
し

て
貰
え
る
よ
う
に
情
報
公
開
の
趣
旨

か
ら
機
関
誌
以
外
に
小
冊
子
な
ど
を

作
成
し
た
り
で
き
な
い
か
。

　
　
　
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
デ
ィ

　
　
　
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
が
あ
る

　
平
成
30
年
度
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
、
６
月
14
・
18
・
19
日
に
か
け
て
、
地
区

別
総
代
懇
談
会
を
開
催
し
、
延
べ
１
１
９
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
質
問
及
び
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

地
区
別
総
代
懇
談
会

A

A

が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
本
店
の
駐
車
場
は
近
く
に
シ

　
　
　
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー

パ
ー
が
あ
り
、
人
通
り
も
多
く
立
地

条
件
が
良
い
の
で
そ
こ
を
即
売
会
や

直
売
所
と
し
て
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
、
本
店
駐
車
場
を
も
っ

　
　
　
と
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ

　
　
　
い
て
、
４
つ
の
改
革
を
実
施

す
る
中
で
、
理
想
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
圃
場
に
出
向
い
た
り
、
栽
培

状
況
を
分
析
し
た
り
と
積
極
的
な
展

開
を
願
う
。
今
後
の
具
体
的
な
方
針

を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
政
府
主
導
の
農
協
改
革
が
加

　
　
　
速
し
て
い
る
中
、
我
々
は
こ

の
改
革
を
未
来
に
拓
く
自
己
改
革
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
決
し
て
理
想

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
組
合
員

の
農
業
所
得
増
大
は
も
と
よ
り
、
農

協
と
し
て
京
野
菜
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

消
費
者
に
安
全･

安
心
な
農
産
物
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
基
づ
き
お
手
伝
い
し
て

い
き
ま
す
。
現
在
案
な
の
で
、
詳
細

な
方
策
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

　
　
　
証
を
受
け
る
手
順
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　
当
Ｊ
Ａ
が
設
定
し
て
い
る
基

　
　
　
準
を
生
産
者
自
ら
が
点
検
し

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
記
入
・
提
出
を

し
て
頂
き
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
物
を

調
査
員
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
等
）
が
現
地

調
査
等
に
よ
り
確
認
し
た
後
、
行
政

や
消
費
者
団
体
等
の
外
部
委
員
で
協

議
し
認
証
し
ま
す
。
認
証
後
、
シ
ー

ル
等
で
消
費
者
・
市
民
に
対
し
て
認

証
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

出資配当は年0.8％の割合です。
事業の利用分量に対する配当の基準は次の通りです。
購買品供給高のうち、肥料・農薬・農業機械・施設資材に対し、8.8％の割合です。
定期貯金平均残高100万円以上に対し、0.03％の割合です。
次期繰越剰余金には、営農指導、教育、生活文化改善の事業の費用に充てるための繰越額25,800千円が含まれています。

（注）１．
２．

３．

　  電 算 対 策 特 別 積 立 金
　  施 設 整 備 充 実 積 立 金
　  協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金
　  経 営 安 定 化 積 立 金

　  購 買 事 業 分 量 配 当 金
　  定 期 事 業 分 量 配 当 金

財務の状況

資産の部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

負債及び純資産の部
貸借対照表 （平成30年3月31日現在） （単位 ： 千円）

剰余金処分 （単位 ： 円）

信 用 事 業 資 産
　  
　  
　  
　  
　  
　  
共 済 事 業 資 産
経 済 事 業 資 産
雑 資 産
固 定 資 産
　

外 部 出 資
繰 延 税 金 資 産

現 金
預 金
有 価 証 券
貸 出 金
そ の 他 の 信 用 事 業 資 産
貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

建 物
機 械 装 置
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他 の 有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 累 計 額

254,198,513
860,823

190,231,136
7,519,140

55,674,577
92,312

△ 179,474
90,465

102,069
415,366

3,301,436
3,299,438
2,041,809

23,512
2,373,600

5,000
240,394

△ 1,384,877
1,998

5,636,254
117,221

263,861,325

244,814,706
237,737,561

6,500,000
577,145

1,063,867
41,716

260,892
1,032,653

481,508
247,695,342
14,806,714
4,379,765

10,487,388
3,830,000
6,657,388
5,817,280

840,108
248,934

△ 60,439
1,359,269
16,165,983
263,861,325

1.
   （1）
   （2）
   （3）
   （4）
   （5）
   （6）
２.
３.
４.
５.
   （1）

   （2）
６.
７. 

信 用 事 業 負 債

　  
　  
共 済 事 業 負 債
経 済 事 業 負 債
雑 負 債
諸 引 当 金
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

組 合 員 資 本

評 価 ・ 換 算 差 額 等

事 業 総 利 益
信 用 事 業 収 益
信 用 事 業 費 用
信 用 事 業 総 利 益
共 済 事 業 収 益
共 済 事 業 費 用
共 済 事 業 総 利 益
購 買 事 業 収 益
購 買 事 業 費 用
購 買 事 業 総 利 益
販 売 事 業 収 益
販 売 事 業 費 用
販 売 事 業 総 利 益
利 用 事 業 収 益
利 用 事 業 費 用
利 用 事 業 総 利 益
宅 地 等 供 給 事 業 収 益
宅 地 等 供 給 事 業 費 用
宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益

指 導 事 業 収 入
指 導 事 業 支 出
指 導 事 業 収 支 差 額
事 業 管 理 費
事 業 利 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税・住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
当 期 首 繰 越 剰 余 金
電 算 対 策 特 別 積 立 金 取 崩 額
施 設 整 備 充 実 積 立 金 取 崩 額
協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

貯 金
借 　 入 　 金
そ の 他 の 信 用 事 業 負 債

出 　 資 　 金
利 益 剰 余 金

処 分 未 済 持 分

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

特 別 積 立 金 等
当 期 未 処 分 剰 余 金

（ う ち 当 期 剰 余 金 ）

１.
   （1）
   （2）
   （3）
２.
３.
４.
５.
６.

１.
   （1）
   （2）

   （3）
２. 

１.

２.

３.
４.

５.
６.

2,413,924
1,801,034

370,948
1,430,086

862,217
37,355

824,862
784,488
618,612
165,876

1,718
197

1,521
2,893

5
2,888
2,906

33
2,873

3,066
17,249

△ 14,182
2,144,021
269,904
99,459

0
369,362

－
25

369,338
91,531
28,873

120,404
248,934
304,374
26,900

244,900
15,000
840,108

（ 　　　）

損益計算書 （平成２9年４月１日から平成30年３月３１日まで） （単位 ： 千円）

科　　目 金　　額
当期未処分剰余金
剰 余 金 処 分 額

次 期 繰 越 剰 余 金

　  利 益 準 備 金
　  任 意 積 立 金
　   
　   
　   

　  出 資 配 当 金
　  事 業 分 量 配 当 金

１．
２．

３．

840,108,103
482,872,943
80,000,000

310,000,000
30,000,000

100,000,000
30,000,000

150,000,000
33,244,628
59,628,315
26,933,544
32,694,771
357,235,160

（1）
（2）

（3）
（4）

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計
純 資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。

QQ

Q

QQ

Q
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理
事
定
数
が
34
名
に
減
っ
た

　
　
　
が
、
迅
速
な
意
思
決
定
を
行

う
上
で
は
、
ま
だ
定
数
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。
支
部
に
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り
組
合
員
数
に

大
き
な
差
が
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て
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る
。
各
支
部
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理
事
１
名
の
選
出
と
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て
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る

が
、
今
後
ど
う
対
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く
の
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。

　
　
　
理
事
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出
要
件
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、
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ば
、

支
部
か
ら
１
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の
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に
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、
正
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は
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少
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を
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で
准
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は
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。
今
後
、
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に
も
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点

を
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て
、
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に
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感
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。
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こ
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と
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繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
近
年
J
A
離
れ
が
進
ん
で
い

　
　
　
る
中
、
正
組
合
員
が
こ
れ
以

上
減
少
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
組

合
員
が
も
っ
と
J
A
に
関
心
を
示
し

て
貰
え
る
よ
う
に
情
報
公
開
の
趣
旨

か
ら
機
関
誌
以
外
に
小
冊
子
な
ど
を

作
成
し
た
り
で
き
な
い
か
。

　
　
　
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
デ
ィ

　
　
　
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
が
あ
る

　
平
成
30
年
度
通
常
総
代
会
に
先
立
ち
、
６
月
14
・
18
・
19
日
に
か
け
て
、
地
区

別
総
代
懇
談
会
を
開
催
し
、
延
べ
１
１
９
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
質
問
及
び
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

地
区
別
総
代
懇
談
会

A

A

が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
本
店
の
駐
車
場
は
近
く
に
シ

　
　
　
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー

パ
ー
が
あ
り
、
人
通
り
も
多
く
立
地

条
件
が
良
い
の
で
そ
こ
を
即
売
会
や

直
売
所
と
し
て
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
、
本
店
駐
車
場
を
も
っ

　
　
　
と
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ

　
　
　
い
て
、
４
つ
の
改
革
を
実
施

す
る
中
で
、
理
想
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
圃
場
に
出
向
い
た
り
、
栽
培

状
況
を
分
析
し
た
り
と
積
極
的
な
展

開
を
願
う
。
今
後
の
具
体
的
な
方
針

を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
政
府
主
導
の
農
協
改
革
が
加

　
　
　
速
し
て
い
る
中
、
我
々
は
こ

の
改
革
を
未
来
に
拓
く
自
己
改
革
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
決
し
て
理
想

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
組
合
員

の
農
業
所
得
増
大
は
も
と
よ
り
、
農

協
と
し
て
京
野
菜
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

消
費
者
に
安
全･
安
心
な
農
産
物
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
京
都
市

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
基
づ
き
お
手
伝
い
し
て

い
き
ま
す
。
現
在
案
な
の
で
、
詳
細

な
方
策
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

　
　
　
証
を
受
け
る
手
順
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　
当
Ｊ
Ａ
が
設
定
し
て
い
る
基

　
　
　
準
を
生
産
者
自
ら
が
点
検
し

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
記
入
・
提
出
を

し
て
頂
き
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
物
を

調
査
員
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
等
）
が
現
地

調
査
等
に
よ
り
確
認
し
た
後
、
行
政

や
消
費
者
団
体
等
の
外
部
委
員
で
協

議
し
認
証
し
ま
す
。
認
証
後
、
シ
ー

ル
等
で
消
費
者
・
市
民
に
対
し
て
認

証
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

出資配当は年0.8％の割合です。
事業の利用分量に対する配当の基準は次の通りです。
購買品供給高のうち、肥料・農薬・農業機械・施設資材に対し、8.8％の割合です。
定期貯金平均残高100万円以上に対し、0.03％の割合です。
次期繰越剰余金には、営農指導、教育、生活文化改善の事業の費用に充てるための繰越額25,800千円が含まれています。

（注）１．
２．

３．

　  電 算 対 策 特 別 積 立 金
　  施 設 整 備 充 実 積 立 金
　  協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金
　  経 営 安 定 化 積 立 金

　  購 買 事 業 分 量 配 当 金
　  定 期 事 業 分 量 配 当 金

財務の状況

資産の部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

負債及び純資産の部
貸借対照表 （平成30年3月31日現在） （単位 ： 千円）

剰余金処分 （単位 ： 円）

信 用 事 業 資 産
　  
　  
　  
　  
　  
　  
共 済 事 業 資 産
経 済 事 業 資 産
雑 資 産
固 定 資 産
　

外 部 出 資
繰 延 税 金 資 産

現 金
預 金
有 価 証 券
貸 出 金
そ の 他 の 信 用 事 業 資 産
貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

建 物
機 械 装 置
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他 の 有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 累 計 額

254,198,513
860,823

190,231,136
7,519,140

55,674,577
92,312

△ 179,474
90,465

102,069
415,366

3,301,436
3,299,438
2,041,809

23,512
2,373,600

5,000
240,394

△ 1,384,877
1,998

5,636,254
117,221

263,861,325

244,814,706
237,737,561

6,500,000
577,145

1,063,867
41,716

260,892
1,032,653

481,508
247,695,342
14,806,714
4,379,765

10,487,388
3,830,000
6,657,388
5,817,280

840,108
248,934

△ 60,439
1,359,269
16,165,983
263,861,325

1.
   （1）
   （2）
   （3）
   （4）
   （5）
   （6）
２.
３.
４.
５.
   （1）

   （2）
６.
７. 

信 用 事 業 負 債

　  
　  
共 済 事 業 負 債
経 済 事 業 負 債
雑 負 債
諸 引 当 金
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債

組 合 員 資 本

評 価 ・ 換 算 差 額 等

事 業 総 利 益
信 用 事 業 収 益
信 用 事 業 費 用
信 用 事 業 総 利 益
共 済 事 業 収 益
共 済 事 業 費 用
共 済 事 業 総 利 益
購 買 事 業 収 益
購 買 事 業 費 用
購 買 事 業 総 利 益
販 売 事 業 収 益
販 売 事 業 費 用
販 売 事 業 総 利 益
利 用 事 業 収 益
利 用 事 業 費 用
利 用 事 業 総 利 益
宅 地 等 供 給 事 業 収 益
宅 地 等 供 給 事 業 費 用
宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益

指 導 事 業 収 入
指 導 事 業 支 出
指 導 事 業 収 支 差 額
事 業 管 理 費
事 業 利 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税・住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 剰 余 金
当 期 首 繰 越 剰 余 金
電 算 対 策 特 別 積 立 金 取 崩 額
施 設 整 備 充 実 積 立 金 取 崩 額
協 同 組 合 運 動 推 進 資 金 積 立 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

貯 金
借 　 入 　 金
そ の 他 の 信 用 事 業 負 債

出 　 資 　 金
利 益 剰 余 金

処 分 未 済 持 分

利 益 準 備 金
そ の 他 利 益 剰 余 金

特 別 積 立 金 等
当 期 未 処 分 剰 余 金

（ う ち 当 期 剰 余 金 ）

１.
   （1）
   （2）
   （3）
２.
３.
４.
５.
６.

１.
   （1）
   （2）

   （3）
２. 

１.

２.

３.
４.

５.
６.

2,413,924
1,801,034

370,948
1,430,086

862,217
37,355

824,862
784,488
618,612
165,876

1,718
197

1,521
2,893

5
2,888
2,906

33
2,873

3,066
17,249

△ 14,182
2,144,021
269,904
99,459

0
369,362

－
25

369,338
91,531
28,873

120,404
248,934
304,374
26,900

244,900
15,000
840,108

（ 　　　）

損益計算書 （平成２9年４月１日から平成30年３月３１日まで） （単位 ： 千円）

科　　目 金　　額
当期未処分剰余金
剰 余 金 処 分 額

次 期 繰 越 剰 余 金

　  利 益 準 備 金
　  任 意 積 立 金
　   
　   
　   

　  出 資 配 当 金
　  事 業 分 量 配 当 金

１．
２．

３．

840,108,103
482,872,943
80,000,000

310,000,000
30,000,000

100,000,000
30,000,000

150,000,000
33,244,628
59,628,315
26,933,544
32,694,771
357,235,160

（1）
（2）

（3）
（4）

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計
純 資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。

※記載金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しており、そのため表中の合計が一致しないことがあります。
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Q
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Q
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い っ ぷ く

　
　
　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
は
非
常
に
困

　
　
　
難
で
あ
る
。
認
証
に
向
け
て

の
意
向
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
国
際
基
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
本

　
　
　
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
供
給

や
輸
出
を
目
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
厳
し
い
基
準
と
な
っ
て
お

り
、
個
人
出
荷
の
生
産
者
に
は
、
取

り
組
み
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
比
較
的
容
易
に
取

り
組
め
る
よ
う
基
準
を
見
直
し
、
Ｊ

Ａ
京
都
市
の
独
自
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
国
際
基
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
進
め

　
　
　
る
の
か
、
そ
れ
と
も
京
野
菜

の
ブ
ラ
ン
ド
性
を
高
め
る
た
め
の
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
な
の
か
。

　
　
　
国
際
基
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
よ
う

　
　
　
に
、
個
人
出
荷
の
生
産
者
に

は
取
り
組
み
に
く
い
基
準
で
は
な

く
、
比
較
的
容
易
に
取
り
組
め
る
基

準
で
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に
限
定
し
て

認
証
し
ま
す
。
こ
れ
を
宣
伝
す
る
事

で
、
他
産
地
か
ら
の
野
菜
と
が
区
別

で
き
、
市
内
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
性

を
高
め
る
事
に
繋
げ
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
自
己
改
革
案
に
、
中
核
的
担
い

　
　
　
手
の
育
成
と
あ
る
が
、
中
核
的

担
い
手
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

　
　
　
中
核
的
担
い
手
は
、
将
来
に

　
　
　
わ
た
っ
て
地
域
農
業
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
も
の
で
、
か
つ
、

大
き
な
意
欲
の
あ
る
も
の
と
定
義
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
米
の
転
作
が
自
由

　
　
　
と
な
っ
た
。
今
後
J
A
で
米
の

買
い
取
り
は
し
て
も
ら
え
る
か
。

　
　
　
買
い
取
り
の
受
付
は
行
っ
て
い

　
　
　
ま
す
。
現
在
J
A
で
再
販
売
で

き
な
い
の
で
、
全
農
の
買
取
り
と
な
り

全
農
を
通
じ
て
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
職
員
教
育
が
急
務
で
あ
る
と
感

　
　
　
じ
て
い
る
。
何
か
に
つ
け
て
職

員
の
対
応
が
遅
い
の
か
、
連
絡
体
制
が

不
十
分
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
迅
速

に
対
応
し
て
欲
し
い
し
職
員
の
育
成
も

徹
底
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
組
合
員
や
利
用
者
に
信
頼
さ

　
　
　
れ
る
職
員
を
目
指
し
、
徹
底

し
た
人
材
育
成
に
注
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
連

AA

AAA

絡
体
制
に
つ
い
て
も
再
度
確
認
し
た
う

え
、
一
層
の
事
務
確
立
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
支
店
の
少
人
数
の
職
場
で
半
数

　
　
　
近
く
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

業
務
運
営
に
支
障
が
生
じ
、
農
家
に
と
っ

て
も
新
人
等
の
経
験
の
浅
い
職
員
だ
と
非

常
に
困
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
育
成
し
て

も
ら
い
職
員
の
定
着
化
に
努
め
て
欲
し

い
。
ま
た
、
新
人
教
育
も
大
切
で
あ
る

が
、
支
店
職
員
を
把
握
し
、
統
括
す
る
立

場
に
あ
る
支
店
長
に
対
す
る
教
育･

指
導

の
強
化
が
部
下
教
育
に
も
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
か
ら
、
支
店
長
の
研
修
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
更
に

は
、
い
く
ら
知
識
が
あ
っ
て
も
責
任
感
が

な
い
と
信
用
で
き
な
い
の
で
、
専
門
知
識

と
併
せ
て
責
任
感
あ
る
職
員
育
成
を
し
て

欲
し
い
。

　
　
　
新
人
に
つ
い
て
は
今
後
も
研
修

　
　
　
等
を
行
っ
て
育
成
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。
支
店
長
等
管
理
職
に
つ
い
て
も

研
修
は
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
更

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
、
外
部
講
師
で
は
な
く
、
各

部
署
か
ら
事
務
に
精
通
し
た
職
員
を
講

師
と
し
た
実
践
的･
実
務
的
な
研
修
会
を

開
催
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
、
新
人･

部
下
の
手
本
と
な

る
よ
う
な
管
理
職
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
２
５
０
名
ほ
ど
の
人
事
異
動

に
つ
い
て
は
、
経
験
年
数
や
適
材
適
所

等
を
十
分
考
慮
し
た
う
え
行
っ
て
き
た

が
、
一
部
店
舗
に
お
い
て
影
響
が
で
た

の
も
事
実
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。

今
後
人
材
育
成
を
図
っ
て
行
く
中
で
配

慮
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
今
回
、
賦
課
金
の
議
案
が
な

　
　
　
い
が
。

　
　
　
賦
課
金
徴
収
に
関
し
て
は
、

　
　
　
４
月
の
理
事
会
で
承
認
を
受

け
廃
止
し
ま
し
た
。
理
由
と
し
て

は
、
経
費
充
当
の
対
象
が
な
か
っ
た

り
、
対
象
が
あ
っ
て
も
そ
の
経
費
で

ま
か
な
い
切
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た

り
と
、
賦
課
金
徴
収
の
意
味
合
い
が

薄
く
、
ま
た
、
組
合
員
の
経
費
負
担

に
も
配
慮
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

Q
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Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
は
非
常
に
困

　
　
　
難
で
あ
る
。
認
証
に
向
け
て

の
意
向
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
国
際
基
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
本

　
　
　
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
供
給

や
輸
出
を
目
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
厳
し
い
基
準
と
な
っ
て
お

り
、
個
人
出
荷
の
生
産
者
に
は
、
取

り
組
み
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
比
較
的
容
易
に
取

り
組
め
る
よ
う
基
準
を
見
直
し
、
Ｊ

Ａ
京
都
市
の
独
自
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
国
際
基
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
進
め

　
　
　
る
の
か
、
そ
れ
と
も
京
野
菜

の
ブ
ラ
ン
ド
性
を
高
め
る
た
め
の
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
な
の
か
。

　
　
　
国
際
基
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
よ
う

　
　
　
に
、
個
人
出
荷
の
生
産
者
に

は
取
り
組
み
に
く
い
基
準
で
は
な

く
、
比
較
的
容
易
に
取
り
組
め
る
基

準
で
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に
限
定
し
て

認
証
し
ま
す
。
こ
れ
を
宣
伝
す
る
事

で
、
他
産
地
か
ら
の
野
菜
と
が
区
別

で
き
、
市
内
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
性

を
高
め
る
事
に
繋
げ
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
自
己
改
革
案
に
、
中
核
的
担
い

　
　
　
手
の
育
成
と
あ
る
が
、
中
核
的

担
い
手
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

　
　
　
中
核
的
担
い
手
は
、
将
来
に

　
　
　
わ
た
っ
て
地
域
農
業
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
も
の
で
、
か
つ
、

大
き
な
意
欲
の
あ
る
も
の
と
定
義
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
米
の
転
作
が
自
由

　
　
　
と
な
っ
た
。
今
後
J
A
で
米
の

買
い
取
り
は
し
て
も
ら
え
る
か
。

　
　
　
買
い
取
り
の
受
付
は
行
っ
て
い

　
　
　
ま
す
。
現
在
J
A
で
再
販
売
で

き
な
い
の
で
、
全
農
の
買
取
り
と
な
り

全
農
を
通
じ
て
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
職
員
教
育
が
急
務
で
あ
る
と
感

　
　
　
じ
て
い
る
。
何
か
に
つ
け
て
職

員
の
対
応
が
遅
い
の
か
、
連
絡
体
制
が

不
十
分
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
迅
速

に
対
応
し
て
欲
し
い
し
職
員
の
育
成
も

徹
底
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
組
合
員
や
利
用
者
に
信
頼
さ

　
　
　
れ
る
職
員
を
目
指
し
、
徹
底

し
た
人
材
育
成
に
注
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
連

AA

AAA

絡
体
制
に
つ
い
て
も
再
度
確
認
し
た
う

え
、
一
層
の
事
務
確
立
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
支
店
の
少
人
数
の
職
場
で
半
数

　
　
　
近
く
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

業
務
運
営
に
支
障
が
生
じ
、
農
家
に
と
っ

て
も
新
人
等
の
経
験
の
浅
い
職
員
だ
と
非

常
に
困
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
育
成
し
て

も
ら
い
職
員
の
定
着
化
に
努
め
て
欲
し

い
。
ま
た
、
新
人
教
育
も
大
切
で
あ
る

が
、
支
店
職
員
を
把
握
し
、
統
括
す
る
立

場
に
あ
る
支
店
長
に
対
す
る
教
育･

指
導

の
強
化
が
部
下
教
育
に
も
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
か
ら
、
支
店
長
の
研
修
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
更
に

は
、
い
く
ら
知
識
が
あ
っ
て
も
責
任
感
が

な
い
と
信
用
で
き
な
い
の
で
、
専
門
知
識

と
併
せ
て
責
任
感
あ
る
職
員
育
成
を
し
て

欲
し
い
。

　
　
　
新
人
に
つ
い
て
は
今
後
も
研
修

　
　
　
等
を
行
っ
て
育
成
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。
支
店
長
等
管
理
職
に
つ
い
て
も

研
修
は
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
更

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
、
外
部
講
師
で
は
な
く
、
各

部
署
か
ら
事
務
に
精
通
し
た
職
員
を
講

師
と
し
た
実
践
的･

実
務
的
な
研
修
会
を

開
催
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
、
新
人･

部
下
の
手
本
と
な

る
よ
う
な
管
理
職
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
２
５
０
名
ほ
ど
の
人
事
異
動

に
つ
い
て
は
、
経
験
年
数
や
適
材
適
所

等
を
十
分
考
慮
し
た
う
え
行
っ
て
き
た

が
、
一
部
店
舗
に
お
い
て
影
響
が
で
た

の
も
事
実
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。

今
後
人
材
育
成
を
図
っ
て
行
く
中
で
配

慮
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
今
回
、
賦
課
金
の
議
案
が
な

　
　
　
い
が
。

　
　
　
賦
課
金
徴
収
に
関
し
て
は
、

　
　
　
４
月
の
理
事
会
で
承
認
を
受

け
廃
止
し
ま
し
た
。
理
由
と
し
て

は
、
経
費
充
当
の
対
象
が
な
か
っ
た

り
、
対
象
が
あ
っ
て
も
そ
の
経
費
で

ま
か
な
い
切
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た

り
と
、
賦
課
金
徴
収
の
意
味
合
い
が

薄
く
、
ま
た
、
組
合
員
の
経
費
負
担

に
も
配
慮
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

Q

A Q

QQ

Q

Q

A

Q

大宮支部
十塚　幸

こう た
汰くん	   （4才2ヶ月）

　翔
しょうた
太くん	   （1才 5ヶ月）

　絵本を読むのが好きな兄の幸汰と、兄の姿を真
似て上手に絵本のページをめくることができるよ
うになってきた弟の翔太です。
　互いに思い通りにいかず、ぶつかり合って泣い
てしまうこともあるけれど、２人が大声で笑いな
がら追いかけっこをしたり、すべり台で遊ぶ姿は
とても楽しそうで、見ていて微笑ましくなりま
す。
　これからもいっぱい遊んでいっぱい笑って、時
にはケンカもして、たくさんの思い出を一緒に
作っていこうね♪

わが家のアイドルご紹介

自慢のペットご紹介

犬のうにくんと猫のいくらくんは兄弟のように仲が
良く、人懐っこい性格です。

うにくんは、家の畑で採れたさつまいもが大好物。
いくらくんは、キャットフードの「ちゅーる」のまぐ
ろが大好物です。

うにくんといくらくんのご主人

徳田　初枝さん（桂支部）

 
 
 

お父さん　　大己 さん
お母さん　　祐子 さん

いくらくん

うにくん

猫種 ミックス

犬種 ミニチュアダックス

ニコニコ笑顔の
翔太くんと幸汰くん

いっぱい遊んで笑って
どんどん大きくなあれ♪
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理　事 34名（敬称略・順序不同）

組合員と組合発展のため尽くします

監　事 9名（敬称略・順序不同）

副組合長理事
尾﨑　 進
（深　草）

副組合長理事
大橋 宗治
（上鳥羽）

代表理事組合長
戸田 秀司
（上賀茂）

常務理事
清水 克彦
（学　経）

常務理事
阪田 利典
（学　経）

代表理事専務
柊本 忠弘
（学　経）

十塚 元信
（大　宮）

岡本 芳雄
（衣　笠）

岩﨑 正彦
（松ヶ崎）

西野 明直
（下　鴨）

清水 正次
（修学院）

山田 耕司
（嵯　峨）

大藤 孝郎
（西　院）

営農経済副部会長
加納 靖彦
（太　秦）

神部 良一
（花　園）

営農経済部会長
佐伯 昌和
（朱雀野）

近藤　 進
（桂）

小嶋 寿太郎
（松　尾）

信用共済副部会長
寺尾 忠勝
（西京極）

大八木 豊和
（梅　津）

川勝　 聡
（嵯峨北部）

木﨑 俊和
（吉祥院）

今井 一博
（九　条）

髙山　 昇
（七　条）

総務管理部会長
山本 義治
（大　枝）

信用共済部会長
川本 義隆
（川　岡）

今井 澄子
（女性部）

総務管理副部会長
寺田 健三
（山科南部）

市川 正三
（山科北部）

荻野　 稔
（久　我）

澤井 隆寧
（醍　醐）

永井 浩二
（青壮年部）

渡邉 幸浩
（青壮年部）

樹下 ちえ子
（女性部）

吉田　 弘
（北上中京区）

奥村　 陽
（左京区）

常勤監事
西浦 美智代

（学　経）

副代表監事
出雲　 薫
（西京区）

代表監事
宇佐美 郁夫

（山科区）

吉川　 肇
（員外監事）

奥田　 猛
（伏見区）

中村 弘和
（南下京区）

松尾 史弘
（右京区）
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い っ ぷ く

　７月15日、夏の大感謝祭を梅小路公園で開催しました。当日は最高気温38度を
超える猛暑日となりましたが、２万８千人を超える来場者でにぎわいました。
　イベントブースでは、京の新鮮野菜即売・京の野菜品評会・京グルメフェア・
子供に大人気のＪＡキッズスクールや農機具の展示コーナーなど盛りだくさんの
内容となりました。また、メインステージでは、ラジオの公開録音や公開生放
送が行われ、生産者が特産品の紹介で出演し、会場も盛り上がりました。
　さらに今年は夏の大感謝祭に合わせてインターネット交流サイト（ＳＮＳ）
「LINE＠」と画像共有アプリ「インスタグラム」の公式アカウントを開設しまし
た。当日は初の試みとしてLINE＠を活用し、スタンプを集めた方に “ほんまもん
京野菜の詰め合わせ”などが当たるスタンプラリーを行いました。

　
青
壮
年
部
は
農
作
物
の
生
育
状
況

や
栽
培
管
理
を
審
査
す
る
立
毛
共
進

会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

技
術
研
鑽
を
図
り
、
経
営
安
定
と
京

野
菜
の
生
産
振
興
に
資
す
る
事
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

全
体
的
に
病
害
虫
の
発
生
も
例
年
よ

り
は
少
な
い
印
象
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ハ
ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
水

澤
正
容
さ
ん
（
大
宮
）、
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
中
島
典
明
さ
ん
（
修
学
院
）、

露
地
キ
ュ
ウ
リ
北
村
直
人
さ
ん
（
深

草
）、露
地
ト
マ
ト
林
忠
司
さ
ん
（
山

科
南
部
）、
露
地
ナ
ス
山
口
克
己
さ

ん
（
川
岡
）
が
市
長
賞
と
な
り
ま
し

た
。

▲厳正に審査する審査員

立
毛
共
進
会

青壮年部

▲説明を受ける来場者

　
６
月
16
日
、
農
機
具
大
展
示
会
を

本
店
で
行
い
、
約
１
５
０
名
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
当
Ｊ
Ａ
設
立
70
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
大
特
価

の
軽
ト
ラ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え

機
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
肥
料
・
農

業
経
営
資
金
融
資
・
聞
こ
え
の
相

談
・
資
材
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

会
場
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
多
数
の
農
機
具
や
資

材
が
並
び
楽
し
か
っ
た
。
で
き
る
な

ら
展
示
し
て
あ
る
全
て
の
も
の
を
揃

え
て
農
業
を
し
て
み
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

農
機
具
大
展
示
会

営農経済部

▲矢澤進審査長を中心に審査を行う

　
７
月
９
日
、
夏
季
農
産
物
品
評
会

を
北
野
天
満
宮
で
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
記
録
的
豪
雨
の
影
響
で

出
品
数
は
昨
年
よ
り
２
割
ほ
ど
少
な

い
８
９
８
点
の
出
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
が
丹
精
込
め
て
栽
培
さ
れ

た
野
菜
ば
か
り
で
審
査
員
も
甲
乙
つ

け
が
た
く
、
審
査
長
の
矢
澤
進
京
都

大
学
名
誉
教
授
は
「
悪
天
候
の
中
で

も
出
品
物
の
で
き
は
良
か
っ
た
。
素

晴
ら
し
い
技
術
だ
と
感
じ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
後
の
即
売
会
は
大
勢
の
来
場

客
で
大
繁
盛
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
賞
受
賞
者

京
都
府
知
事
賞
：
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、水
澤

隆
司（
大
宮
）、京
都
市
長
賞
：
ナ
ス
、

加
納
敬
三（
太
秦
）、京
都
市
産
業
観

光
局
長
賞
：
タ
マ
ネ
ギ
、樋
口
豪
宏

（
大
宮
）、京
都
市
農
業
委
員
会
長

賞
：
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、樋
口
豪
宏（
大

宮
）、京
都
市
農
業
振
興
協
議
会
長

賞
：
ト
マ
ト
、池
田
徳
治（
上
賀
茂
）、

京
文
化
担
い
手
奨
励
賞
：
ナ
ス
、加
納

健
介（
太
秦
）、平
安
神
宮
賞
：
詰
合

せ
、山
田
哲
也（
大
宮
）、北
野
天
満
宮

賞
：
シ
ソ
、樋
口
豪
宏（
大
宮
）

夏
季
農
産
物
品
評
会

営農経済部

たくさんのご来場、ご協力おおきにどす！！
LINE@とインスタのお友達になって
おくれやす！

公式アカウントを開設しました♪
●LINE@×JA京都市
　検索ID:@ja_kyotoshi
●インスタグラム×JA京都市
　アカウント名:@ja_kyotoshi

▲立派な旬の野菜を求めてたくさんの来場客が訪れた▲特別賞に輝いた農産物

Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

の

か
わ
ら
版
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の かわら版

　７月15日、夏の大感謝祭を梅小路公園で開催しました。当日は最高気温38度を
超える猛暑日となりましたが、２万８千人を超える来場者でにぎわいました。
　イベントブースでは、京の新鮮野菜即売・京の野菜品評会・京グルメフェア・
子供に大人気のＪＡキッズスクールや農機具の展示コーナーなど盛りだくさんの
内容となりました。また、メインステージでは、ラジオの公開録音や公開生放
送が行われ、生産者が特産品の紹介で出演し、会場も盛り上がりました。
　さらに今年は夏の大感謝祭に合わせてインターネット交流サイト（ＳＮＳ）
「LINE＠」と画像共有アプリ「インスタグラム」の公式アカウントを開設しまし
た。当日は初の試みとしてLINE＠を活用し、スタンプを集めた方に “ほんまもん
京野菜の詰め合わせ”などが当たるスタンプラリーを行いました。

　
青
壮
年
部
は
農
作
物
の
生
育
状
況

や
栽
培
管
理
を
審
査
す
る
立
毛
共
進

会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

技
術
研
鑽
を
図
り
、
経
営
安
定
と
京

野
菜
の
生
産
振
興
に
資
す
る
事
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

全
体
的
に
病
害
虫
の
発
生
も
例
年
よ

り
は
少
な
い
印
象
で
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ハ
ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
水

澤
正
容
さ
ん
（
大
宮
）、
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
中
島
典
明
さ
ん
（
修
学
院
）、

露
地
キ
ュ
ウ
リ
北
村
直
人
さ
ん
（
深

草
）、露
地
ト
マ
ト
林
忠
司
さ
ん
（
山

科
南
部
）、
露
地
ナ
ス
山
口
克
己
さ

ん
（
川
岡
）
が
市
長
賞
と
な
り
ま
し

た
。

▲厳正に審査する審査員

立
毛
共
進
会

青壮年部

▲説明を受ける来場者

　
６
月
16
日
、
農
機
具
大
展
示
会
を

本
店
で
行
い
、
約
１
５
０
名
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
当
Ｊ
Ａ
設
立
70
周
年
を
迎

え
る
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
大
特
価

の
軽
ト
ラ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え

機
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
肥
料
・
農

業
経
営
資
金
融
資
・
聞
こ
え
の
相

談
・
資
材
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

会
場
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
多
数
の
農
機
具
や
資

材
が
並
び
楽
し
か
っ
た
。
で
き
る
な

ら
展
示
し
て
あ
る
全
て
の
も
の
を
揃

え
て
農
業
を
し
て
み
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

農
機
具
大
展
示
会

営農経済部

▲矢澤進審査長を中心に審査を行う

　
７
月
９
日
、
夏
季
農
産
物
品
評
会

を
北
野
天
満
宮
で
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
記
録
的
豪
雨
の
影
響
で

出
品
数
は
昨
年
よ
り
２
割
ほ
ど
少
な

い
８
９
８
点
の
出
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
が
丹
精
込
め
て
栽
培
さ
れ

た
野
菜
ば
か
り
で
審
査
員
も
甲
乙
つ

け
が
た
く
、
審
査
長
の
矢
澤
進
京
都

大
学
名
誉
教
授
は
「
悪
天
候
の
中
で

も
出
品
物
の
で
き
は
良
か
っ
た
。
素

晴
ら
し
い
技
術
だ
と
感
じ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
後
の
即
売
会
は
大
勢
の
来
場

客
で
大
繁
盛
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
賞
受
賞
者

京
都
府
知
事
賞
：
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、水
澤

隆
司（
大
宮
）、京
都
市
長
賞
：
ナ
ス
、

加
納
敬
三（
太
秦
）、京
都
市
産
業
観

光
局
長
賞
：
タ
マ
ネ
ギ
、樋
口
豪
宏

（
大
宮
）、京
都
市
農
業
委
員
会
長

賞
：
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、樋
口
豪
宏（
大

宮
）、京
都
市
農
業
振
興
協
議
会
長

賞
：
ト
マ
ト
、池
田
徳
治（
上
賀
茂
）、

京
文
化
担
い
手
奨
励
賞
：
ナ
ス
、加
納

健
介（
太
秦
）、平
安
神
宮
賞
：
詰
合

せ
、山
田
哲
也（
大
宮
）、北
野
天
満
宮

賞
：
シ
ソ
、樋
口
豪
宏（
大
宮
）

夏
季
農
産
物
品
評
会

営農経済部

たくさんのご来場、ご協力おおきにどす！！
LINE@とインスタのお友達になって
おくれやす！

公式アカウントを開設しました♪
●LINE@×JA京都市
　検索ID:@ja_kyotoshi
●インスタグラム×JA京都市
　アカウント名:@ja_kyotoshi

▲立派な旬の野菜を求めてたくさんの来場客が訪れた▲特別賞に輝いた農産物
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い っ ぷ く

　
６
月
13
・
20
・
27
日
、
上
賀
茂
支

店
は
朝
採
れ
野
菜
の
即
売
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
即
売
会
は
店
舗
が
移

転
し
４
年
半
経
っ
た
が
、
も
っ
と
地

域
の
方
に
同
支
店
と
農
業
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
同
支
部
役
員
に
賀
茂
な
す
を

は
じ
め
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
ウ
ガ

ラ
シ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
な
ど

の
野
菜
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
「
J
A
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
」

と
話
さ
れ
、
同
支
部
池
田
徳
治
支
部

長
は
「
野
菜
を
提
供
す
る
の
で
今
後

も
支
店
の
ア
ピ
ー
ル
を
頼
む
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
、
大
宮
支
部
は
同
支
店

で
ト
ラ
ッ
ク
市
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
同
支
部
十
塚
元
信

支
部
長
の
「
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

野
菜
を
地
域
の
方
に
広
く
知
っ
て
頂

き
た
い
」
と
の
思
い
に
組
合
員
が
賛

同
さ
れ
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
部
管
内
は
、
今
も
朝
採
れ
野

菜
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
だ
振
り
売

り
と
呼
ば
れ
る
販
売
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
当
日
は
３
１
５
点
の
野
菜
を
販

売
さ
れ
、
約
１
時
間
で
完
売
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
場
者
か
ら
「
新
鮮
な
野
菜
を
身

近
に
買
い
求
め
る
事
が
出
来
る
の
は

嬉
し
い
。
定
期
的
に
開
催
し
て
欲
し

い
」
と
大
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

ト
ラ
ッ
ク
市
で
地
域
と
交
流

親
子
で
暑
い
日
を
満
喫

▲支店駐車場で即売会を行いました▲新鮮な野菜を買い求める来場者

　
８
月
１
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

親
子
遠
足
で
び
わ
湖
バ
レ
イ
へ
行
か

れ
、
75
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
琵
琶
湖
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
揺

れ
る
橋
や
丸
太
渡
り
な
ど
を
行
う

『
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ
ー
』
や
、
森
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
滑
車
に

つ
ら
れ
て
滑
る
『
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
』

の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
童
心
に
戻
っ
て
楽

し
め
た
。
子
供
と
じ
っ
く
り
遊
ぶ

こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。
毎
年

こ
の
親
子
遠
足
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
と
話
さ
れ
、
自
然
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
宮
支
部
は
、
夏
の
大
感
謝
祭
で

野
菜
の
即
売
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
行
い
、
そ
の
売
上
金
を
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」
と
し

て
、
京
都
市
北
区
役
所
を
通
じ
日
本

赤
十
字
社
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
同

支
部
は
、
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
同
支
部
十
塚
元
信
支
部
長
が
７
月

27
日
、
北
区
役
所
を
訪
れ
「
多
く
の

農
業
関
係
者
も
甚
大
な
被
害
に
遭
わ

れ
た
と
察
し
ま
す
。
一
日
も
早
い
復

興
を
願
い
ま
す
」
と
述
べ
、
松
本
和

加
子
区
長
へ
義
援
金
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

児
童
が
Ｊ
Ａ
を
訪
問

売
上
金
を
寄
付
す
る

▲義援金を手渡す十塚支部長（左）

大枝 フレッシュミズ

大宮 上賀茂大宮

　
７
月
４
日
、
太
秦
農
事
研
究
会

が
主
催
す
る
夏
野
菜
持
寄
品
評

会
・
即
売
会
が
嵯
峨
野
支
店
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
生
産
者
相
互
の
技

術
向
上
を
兼
ね
て
、
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
即
売
会
で
は
、
販
売
開
始
前
か
ら

多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
用
意
さ
れ

た
野
菜
は
す
ぐ
に
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　
来
場
者
は
「
新
鮮
で
立
派
な
野
菜

を
購
入
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
後
も

こ
う
い
っ
た
場
を
設
け
て
欲
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

持
寄
品
評
会・即
売
会

▲即売会に集まる来場者

太秦

▲琵琶湖の絶景を楽しむ▲肥料って重たくて持つのが難しいんだ～！

　
６
月
29
日
、
大
枝
支
店
に
京
都
市

立
大
枝
小
学
校
２
年
生
４
名
が
職
場

体
験
実
習
で
来
店
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
で
は
同
支
店
の
長
克
洋

支
店
長
が
、
Ｊ
Ａ
の
業
務
内
容
な
ど

の
説
明
や
肥
料
や
資
材
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　
体
験
後
、
児
童
か
ら
は
「
肥
料
倉

庫
の
見
学
が
珍
し
く
て
楽
し
か
っ

た
」
「
た
く
さ
ん
Ｊ
Ａ
の
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
伴
し

て
い
た
保
護
者
は
「
来
店
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
説
明
で
地

域
に
近
い
存
在
だ
と
感
じ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
、
農
家
相
互
の
技
術
向

上
を
目
的
と
す
る
京
都
市
北
区
農
林

産
物
共
進
会
が
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
上
賀

茂
営
業
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
過
去
最
多
の
５
６
３
点
の
手

塩
に
掛
け
て
作
ら
れ
た
農
産
物
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
長
の
矢
澤
進
京
都
大
学
名
誉

教
授
は
「
新
し
い
栽
培
方
法
に
取
り

組
む
姿
勢
を
高
く
評
価
し
た
い
」
と

講
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
後
、
出
品
物
を
即
売
し
、
多

く
の
来
場
者
が
お
目
当
て
の
野
菜
を
購

入
さ
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

北
区
農
林
産
物
共
進
会

▲慎重に出品物を審査

北区

　　第8回 「JA京都市グリーンクラブ」ゴルフコンペ

田代コース

　　第8回 「JA京都市グリーンクラブ」ゴルフコンペ

信楽カントリー倶楽部信楽カントリー倶楽部
田代コース

開催日
参加費
プレーフィー
（昼食含む）

平成30年11月6日（火）
2,000円（お申込いただいた店舗へお支払下さい。）
9,890円（ゴルフ場にて各自ご精算下さい。）

◆参加資格
　当JAで公的年金を受け取られている方・受け取りを予約されている方（55歳以上）
◆募集人数 56名
　（定員になり次第締め切りとさせていただきます。）
◆申込み締切 平成30年10月12日（金）
　各店舗へお申し込み下さい。

（65歳以上の方につきましては、身分証明書を提示すると、ゴルフ場利用税が減免もしくは免除されます。）

■プレー規則・方法
・JGA（日本ゴルフ協会）プレー規則による
・6インチプレイスルールを採用
・ハンディキャップはダブルペリア方式

■お申し込みは4名様単位でお願いいたします。
4名様に満たない場合は、当組合にて組み
分けを行いますので予めご了承ください。

募金活動について
　当ＪＡでは、各店頭に西日本豪雨支
援募金箱を設置し、募金活動を行っ
ております。皆様からの暖かいお気
持ちは農産物・関係施設の被害状況
に応じ、関係団体へ支援します。
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の かわら版

　
６
月
13
・
20
・
27
日
、
上
賀
茂
支

店
は
朝
採
れ
野
菜
の
即
売
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
即
売
会
は
店
舗
が
移

転
し
４
年
半
経
っ
た
が
、
も
っ
と
地

域
の
方
に
同
支
店
と
農
業
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
同
支
部
役
員
に
賀
茂
な
す
を

は
じ
め
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
ウ
ガ

ラ
シ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ
マ
ネ
ギ
な
ど

の
野
菜
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
「
J
A
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
」

と
話
さ
れ
、
同
支
部
池
田
徳
治
支
部

長
は
「
野
菜
を
提
供
す
る
の
で
今
後

も
支
店
の
ア
ピ
ー
ル
を
頼
む
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
26
日
、
大
宮
支
部
は
同
支
店

で
ト
ラ
ッ
ク
市
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
同
支
部
十
塚
元
信

支
部
長
の
「
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

野
菜
を
地
域
の
方
に
広
く
知
っ
て
頂

き
た
い
」
と
の
思
い
に
組
合
員
が
賛

同
さ
れ
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
部
管
内
は
、
今
も
朝
採
れ
野

菜
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
だ
振
り
売

り
と
呼
ば
れ
る
販
売
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
当
日
は
３
１
５
点
の
野
菜
を
販

売
さ
れ
、
約
１
時
間
で
完
売
と
な
り
ま

し
た
。

　
来
場
者
か
ら
「
新
鮮
な
野
菜
を
身

近
に
買
い
求
め
る
事
が
出
来
る
の
は

嬉
し
い
。
定
期
的
に
開
催
し
て
欲
し

い
」
と
大
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

ト
ラ
ッ
ク
市
で
地
域
と
交
流

親
子
で
暑
い
日
を
満
喫

▲支店駐車場で即売会を行いました▲新鮮な野菜を買い求める来場者

　
８
月
１
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

親
子
遠
足
で
び
わ
湖
バ
レ
イ
へ
行
か

れ
、
75
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
琵
琶
湖
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
揺

れ
る
橋
や
丸
太
渡
り
な
ど
を
行
う

『
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ
ー
』
や
、
森
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
ロ
ー
プ
を
滑
車
に

つ
ら
れ
て
滑
る
『
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
』

の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
童
心
に
戻
っ
て
楽

し
め
た
。
子
供
と
じ
っ
く
り
遊
ぶ

こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。
毎
年

こ
の
親
子
遠
足
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
と
話
さ
れ
、
自
然
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
宮
支
部
は
、
夏
の
大
感
謝
祭
で

野
菜
の
即
売
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
行
い
、
そ
の
売
上
金
を
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
」
と
し

て
、
京
都
市
北
区
役
所
を
通
じ
日
本

赤
十
字
社
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
同

支
部
は
、
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
同
支
部
十
塚
元
信
支
部
長
が
７
月

27
日
、
北
区
役
所
を
訪
れ
「
多
く
の

農
業
関
係
者
も
甚
大
な
被
害
に
遭
わ

れ
た
と
察
し
ま
す
。
一
日
も
早
い
復

興
を
願
い
ま
す
」
と
述
べ
、
松
本
和

加
子
区
長
へ
義
援
金
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

児
童
が
Ｊ
Ａ
を
訪
問

売
上
金
を
寄
付
す
る

▲義援金を手渡す十塚支部長（左）

大枝 フレッシュミズ

大宮 上賀茂大宮

　
７
月
４
日
、
太
秦
農
事
研
究
会

が
主
催
す
る
夏
野
菜
持
寄
品
評

会
・
即
売
会
が
嵯
峨
野
支
店
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
品
評
会
は
生
産
者
相
互
の
技

術
向
上
を
兼
ね
て
、
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
即
売
会
で
は
、
販
売
開
始
前
か
ら

多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
用
意
さ
れ

た
野
菜
は
す
ぐ
に
完
売
と
な
り
ま
し

た
。

　
来
場
者
は
「
新
鮮
で
立
派
な
野
菜

を
購
入
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
後
も

こ
う
い
っ
た
場
を
設
け
て
欲
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

持
寄
品
評
会・即
売
会

▲即売会に集まる来場者

太秦

▲琵琶湖の絶景を楽しむ▲肥料って重たくて持つのが難しいんだ～！

　
６
月
29
日
、
大
枝
支
店
に
京
都
市

立
大
枝
小
学
校
２
年
生
４
名
が
職
場

体
験
実
習
で
来
店
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
で
は
同
支
店
の
長
克
洋

支
店
長
が
、
Ｊ
Ａ
の
業
務
内
容
な
ど

の
説
明
や
肥
料
や
資
材
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　
体
験
後
、
児
童
か
ら
は
「
肥
料
倉

庫
の
見
学
が
珍
し
く
て
楽
し
か
っ

た
」
「
た
く
さ
ん
Ｊ
Ａ
の
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
伴
し

て
い
た
保
護
者
は
「
来
店
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
説
明
で
地

域
に
近
い
存
在
だ
と
感
じ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
、
農
家
相
互
の
技
術
向

上
を
目
的
と
す
る
京
都
市
北
区
農
林

産
物
共
進
会
が
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
上
賀

茂
営
業
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
過
去
最
多
の
５
６
３
点
の
手

塩
に
掛
け
て
作
ら
れ
た
農
産
物
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
長
の
矢
澤
進
京
都
大
学
名
誉

教
授
は
「
新
し
い
栽
培
方
法
に
取
り

組
む
姿
勢
を
高
く
評
価
し
た
い
」
と

講
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
後
、
出
品
物
を
即
売
し
、
多

く
の
来
場
者
が
お
目
当
て
の
野
菜
を
購

入
さ
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

北
区
農
林
産
物
共
進
会

▲慎重に出品物を審査

北区

　　第8回 「JA京都市グリーンクラブ」ゴルフコンペ

田代コース

　　第8回 「JA京都市グリーンクラブ」ゴルフコンペ

信楽カントリー倶楽部信楽カントリー倶楽部
田代コース

開催日
参加費
プレーフィー
（昼食含む）

平成30年11月6日（火）
2,000円（お申込いただいた店舗へお支払下さい。）
9,890円（ゴルフ場にて各自ご精算下さい。）

◆参加資格
　当JAで公的年金を受け取られている方・受け取りを予約されている方（55歳以上）
◆募集人数 56名
　（定員になり次第締め切りとさせていただきます。）
◆申込み締切 平成30年10月12日（金）
　各店舗へお申し込み下さい。

（65歳以上の方につきましては、身分証明書を提示すると、ゴルフ場利用税が減免もしくは免除されます。）

■プレー規則・方法
・JGA（日本ゴルフ協会）プレー規則による
・6インチプレイスルールを採用
・ハンディキャップはダブルペリア方式

■お申し込みは4名様単位でお願いいたします。
4名様に満たない場合は、当組合にて組み
分けを行いますので予めご了承ください。

募金活動について
　当ＪＡでは、各店頭に西日本豪雨支
援募金箱を設置し、募金活動を行っ
ております。皆様からの暖かいお気
持ちは農産物・関係施設の被害状況
に応じ、関係団体へ支援します。
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タテのカギ

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』７
月
号
の
答
え

 

　
　﹇
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　電流を流したり切ったりする装置

④　深谷、下仁田、九条といえば

⑥　膝より下、くるぶしより上

⑦　野山を耕して田畑にすること

⑨　鉄棒や跳び箱を使って行う──体操

⑪　木を育てたり切り出したり加工したりする

　　仕事

⑭　体の90％以上が水分だという、水にすむ

　　生き物

⑯　年下の女きょうだい

⑲　田楽にしてもおいしい紫色の実野菜

⑳　あ、おいしそう。ひと──ちょうだい！

　カイコの繭から作ります

ヨコのカギ

①　十五夜に飾る植物

②　米の収穫作業の一つ

③　エレベーターの表示では「B」

④　よく飼われているペットなんだニャ

⑤　石原裕次郎と牧村旬子のデュエット曲

　　「──の恋の物語」

⑧　──足りて礼節を知る

⑩　和風の携帯薬入れ。黄門様のドラマで

　　おなじみです

⑫　恋愛運や金運などを見てもらいます

⑬　カラオケ店で離さない人もいます

⑮　招く人がホストなら、招かれる人は

⑰　月の模様はウサギがこれをついているように

　　見えるとか

⑱　佐渡島に保護センターがある鳥

共済部からのお知らせ

平成３０年度　共済推進大会を開催

▲共済推進大会式典

▲セーラー服で登場の
　森昌子さんに会場は
　大盛り上がり

▲「かもめが翔んだ日」を
　熱唱された大谷仁美さん

　７月５日、ロームシアター京都で共済推進大会
を開催しました。共済事業に対する日頃の感謝と
御礼、更なる拡大を目的に毎年開催しています。
当日は強い雨風にもかかわらず、約３,０００人の来
場者でにぎわいました。
　第一部の式典では、戸田秀司組合長が今年７０
周年を迎える当ＪＡを永きにわたり支えていただい
た組合員、地域住民、利用者の皆様に対して感
謝の念を述べました。また、高額共済加入者３８

人が選ばれ、代表者に感謝状を贈呈しました。
　式典後、昨年行った「響け！歌の祭典」で最優
秀賞を受賞された修学院支部の大谷仁美さんが
熱唱されました。
　第二部の森昌子さんのコンサートでは「越冬つ
ばめ」などの代表曲が披露され、会場は大いに
盛り上がりました。
　来場者は「強い雨の中、開催されるか心配だっ
たが、とても楽しく過ごせた」と話されました。

業務推進部からのお知らせ

9月
４日㈫ 法律個人相談会【本店】

▶9・10月の行事予定

８日㈯ 住宅ローン相談会【KTV五条展示場】
べじべじキッズ植付体験

14日㈮ 巡回健診【醍醐】

JA京都市版GAP説明会　※詳しくはP.3を御覧下さい
18～21･26日(火～金･水)

15日㈯ 全農みのるマルシェ【ＪＲ大阪駅】

20日㈭ 資産管理移動相談会【山科北部】

26日㈬ 資産管理移動相談会【上鳥羽】

29日㈯ 体育祭【横大路グラウンド】

11日㈭ 巡回健診【大宮】

17日㈬ 巡回健診【大枝】

1 0月

グリーンクラブ グラウンド・ゴルフ大会（1泊2日）
【ビラテスト今津、ひばりグラウンド・ゴルフ場】

18日㈭ 法律個人相談会【本店】

20日㈯ 住宅ローン相談会【KTV五条展示場】

22日㈪ 巡回健診【山科南部】

25日㈭ グラウンド・ゴルフ府下大会【サンガタウン】

25日㈭ 資産管理移動相談会【嵯峨野】

【解き方】
普通のクロスワードの要領
で全部を解いてください。
次にA→Dの二重ワクの
文字を順に並べると、一つ
の言葉ができます。
それが答えです。

締め切りは

9月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」11月号

「特定生産緑地」制度を創設（平成30年4月施行）

生産緑地指定から30年経過する前に
「特定生産緑地の指定」を受ける必要があります

ポイント

　新たに創設された「特定生産緑地」指定制度は、生産緑地指定から30年経過する生産緑地の買
取申出の開始時期を10年延長することができる制度です（再延長可能です）。生産緑地指定から30年
が経過する前に「特定生産緑地の指定」を受けた場合、固定資産税及び都市計画税は農地課税（現
行制度と同様）が継続し、次回の相続発生時に相続税納税猶予制度を適用できます。

　特定生産緑地の指定を受けなかった場合、生産緑地指定から30年経過後の固定資産税
及び都市計画税は、5年間の激変緩和措置を経て、段階的に宅地並課税に移行します。特定
7市（※）の場合、相続税納税猶予は現世代のみ（次世代には適用不可）となります。

ご注意ください！

※京都市、向日市、長岡京市、宇治市、城陽市、八幡市、亀岡市

21

農機具センターの休日対応のお知らせ
下記の期間は、休まず営業致します。

［営業日］
 ９月8日（土）から１１月18日（日）

［営業時間］
 平日：午前９時～午後５時
 土日：午前９時～午後４時

［ＴＥＬ］
 （０７５）３９１－４１９３
 修理サービスカー運行中！

10日・11日(水･木)

※予定ですので日程が変更となる場合があります

９日㈰
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人が選ばれ、代表者に感謝状を贈呈しました。
　式典後、昨年行った「響け！歌の祭典」で最優
秀賞を受賞された修学院支部の大谷仁美さんが
熱唱されました。
　第二部の森昌子さんのコンサートでは「越冬つ
ばめ」などの代表曲が披露され、会場は大いに
盛り上がりました。
　来場者は「強い雨の中、開催されるか心配だっ
たが、とても楽しく過ごせた」と話されました。

業務推進部からのお知らせ

9月
４日㈫ 法律個人相談会【本店】

▶9・10月の行事予定

８日㈯ 住宅ローン相談会【KTV五条展示場】
べじべじキッズ植付体験

14日㈮ 巡回健診【醍醐】

JA京都市版GAP説明会　※詳しくはP.3を御覧下さい
18～21･26日(火～金･水)

15日㈯ 全農みのるマルシェ【ＪＲ大阪駅】

20日㈭ 資産管理移動相談会【山科北部】

26日㈬ 資産管理移動相談会【上鳥羽】

29日㈯ 体育祭【横大路グラウンド】

11日㈭ 巡回健診【大宮】

17日㈬ 巡回健診【大枝】

1 0月

グリーンクラブ グラウンド・ゴルフ大会（1泊2日）
【ビラテスト今津、ひばりグラウンド・ゴルフ場】

18日㈭ 法律個人相談会【本店】

20日㈯ 住宅ローン相談会【KTV五条展示場】

22日㈪ 巡回健診【山科南部】

25日㈭ グラウンド・ゴルフ府下大会【サンガタウン】

25日㈭ 資産管理移動相談会【嵯峨野】

【解き方】
普通のクロスワードの要領
で全部を解いてください。
次にA→Dの二重ワクの
文字を順に並べると、一つ
の言葉ができます。
それが答えです。

締め切りは

9月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」11月号

「特定生産緑地」制度を創設（平成30年4月施行）

生産緑地指定から30年経過する前に
「特定生産緑地の指定」を受ける必要があります

ポイント

　新たに創設された「特定生産緑地」指定制度は、生産緑地指定から30年経過する生産緑地の買
取申出の開始時期を10年延長することができる制度です（再延長可能です）。生産緑地指定から30年
が経過する前に「特定生産緑地の指定」を受けた場合、固定資産税及び都市計画税は農地課税（現
行制度と同様）が継続し、次回の相続発生時に相続税納税猶予制度を適用できます。

　特定生産緑地の指定を受けなかった場合、生産緑地指定から30年経過後の固定資産税
及び都市計画税は、5年間の激変緩和措置を経て、段階的に宅地並課税に移行します。特定
7市（※）の場合、相続税納税猶予は現世代のみ（次世代には適用不可）となります。

ご注意ください！

※京都市、向日市、長岡京市、宇治市、城陽市、八幡市、亀岡市

21

農機具センターの休日対応のお知らせ
下記の期間は、休まず営業致します。

［営業日］
 ９月8日（土）から１１月18日（日）

［営業時間］
 平日：午前９時～午後５時
 土日：午前９時～午後４時

［ＴＥＬ］
 （０７５）３９１－４１９３
 修理サービスカー運行中！

10日・11日(水･木)

※予定ですので日程が変更となる場合があります

９日㈰
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ひととひと　ふれあい、つながる

JA 京都市

ＪＡ京都市
事業だより
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地域に根差した
農業実践への取り組み
地域に根差した
農業実践への取り組み特集

●材料（15個分）

〈カボチャ餡〉
カボチャ……………………………………100g
砂糖…………………………………… 大さじ１
バター…………………………………………５g
塩…………………………………………… 少々

〈団子の生地〉
白玉粉………………………………………100g
絹豆腐（水切りはしなくてよい）…………100g
砂糖………………………………… 大さじ１強

●作り方
①カボチャを角切りにして皮をとり、お皿に並べ、ラップを
してレンジで３分温める。
②温めたカボチャをつぶし、砂糖・バター・塩を入れて混ぜ、
15等分に分けて丸める。
③ボウルに白玉粉・絹豆腐・砂糖を入れて混ぜ、15等分に分
ける。
④③の生地を薄くのばし、②のカボチャ餡を入れて丸める。
⑤沸騰したお湯に④を入れ、浮いてきてから２分程茹でる。
　茹であがったら氷水に入れ冷ます。
⑥水気を切りお皿に盛り付けたら完成。

月
見
団
子

カ
ボ
チ
ャ
餡
入
り

季節の野菜−カボチャ−

特にカロテンが豊富で栄養価がトップクラス。追熟させ
た方がさらに栄養価が高くなり、味わいもよくなります。

職員募集のご案内 ＪＡ京都市では、平成31年度の新採用職員を募集します。
誠実で向上心のある方のご応募をお待ちしています。

１．採用予定人員：若干名

２．職種：信用、共済、営農、購買業務、その他農業協同組合業務全般

３．応募資格
平成 6 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、平成31年 3 月末
までに 4 年制大学を卒業見込みの方

４．募集期間
平成30年９月２0日（木）必着 応募書類を郵送または持参にて受付

５．応募書類
①履歴書 ②卒業見込書 ③成績証明書 

6．採用試験
筆記試験・適正検査及び１次面接試験日：平成30年９月25日（火）

   ※2次面接は10月上旬に予定

詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。
〒615-0046　京都市右京区西院西溝崎町２４番地

   京都市農業協同組合　総務部総務課
   TEL075-314-0898　FAX075-313-2643

－Vol.249－ 2018.9
平成30年9月1日発行

編集・発行／JA京都市（京都市農業協同組合）総務部総務課
〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24　TEL（075）314-0898

https://ja-kyotocity.or.jp/
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